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研究成果の概要（和文）：本研究は保護者を対象に調査を行い，幼児のデジタルメディア利用の依存傾向と生活
習慣との関係を明らかにすることである。パネル調査の結果， 依存傾向の睡眠時間（5歳児），早寝早起き（3
歳児）への影響が示唆された。COVID-19による臨時休園の影響も明らかになった。自由記述から幼児は写真や動
画を撮ったり，アニメーションを作ったり，歌を歌ったり踊ったり，英語などの学習のためにデジタルメディア
を使用するなどしていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the relationship between 
children's dependence on digital media use and their lifestyle habits by conducting a survey of 
parents and guardians. The panel survey results suggest that dependence on digital media tends to 
have an adverse effect on sleep time in 5-year-old children and promotes early bedtimes and early 
rising in 3-year-old children. Additionally, the study found that the temporary closure due to 
COVID-19 has affected children's digital media use. The free descriptions provided by parents and 
guardians revealed that children engage in various activities such as taking pictures and videos, 
creating animations, singing and dancing, and using digital media for learning English and other 
subjects.

研究分野：幼児教育

キーワード： スマートフォン　タブレット　依存傾向　幼児　デジタルメディア　ゲーム　COVID-19　パネル調査

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は，デジタルメディアが乳幼児に与える影響についての研究は少ない中で，（１）横断研究では限界が
あるが，本研究は２波のパネル調査で因果関係を推定した点，（２）インターネット調査やインタビュー調査な
ど、質的研究と量的研究の両方のアプローチで幼児のデジタルメディア利用の依存傾向と生活習慣との関係を明
らかにしたところに意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 ベネッセ教育総合研究所（「乳幼児の親子のメディア活用調査報告書[2013 年]」）によると，母親のス
マートフォンの所有率は6割を超え，2歳以降の2割以上の幼児が週3回以上の頻度で使用している。
内閣府調査（「低年齢層の子供のインターネット利用環境実態調査[2017 年]」）によると，2 歳から 5 歳
の子どもでも 3 割前後がインターネットを利用し，とくにスマートフォンやタブレットの利用率が高いこと，
動画視聴が 85.4％と最も多く，次いでゲームが 65.8％，知育（言葉，数遊び）が 30.4％であった。「平成
28 年度全国学力・学習状況調査」の結果では，テレビゲーム（コンピュータ・携帯式のゲーム，携帯電
話やスマートフォンを使ったゲームも含む）の時間と学力との負の相関が報告されている。日本小児科
医会は「ゲームは 1 日 30 分まで」と長時間の使用を警告している。日本医師会と日本小児科医会は，
「スマホ依存に対する啓発ポスター（日医・日本小児科医会作成）について」で，子どものスマートフォン
の使用は「睡眠時間」「体力」「学力」「視力」「脳機能」「コミュニケーション能力」に問題があると警告して
いる。 
以上のとおり，先行研究による調査報告は，スマートフォン／タブレットの子どもへの悪影響を指摘す
るものが多かった。スマートフォン／タブレットの爆発的な普及によって，乳幼児の心身や生活への影響
が心配されている。こうした新しいメディアに対する課題を早急に検討すべきだと考え，研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
本研究は，乳幼児の保護者を対象に調査を行い，乳幼児のデジタルメディア利用の依存傾向と生活
習慣との関係やその背景となる要因について明らかにすることを目的としている。 
1. デジタルメディアに関する調査によって，幼児のデジタルメディア利用の実態とその影響に
対する保護者の意識との関連を探ること 

2. 2 波のパネル調査（同じ対象者に 2 回の調査）を実施し，交差遅延効果モデル(cross-lagged 
effect model)によって，乳幼児のデジタルメディア利用の依存傾向と生活習慣との因果関係
を推定すること 

3. デジタルメディアに関する自由記述とインタビュー調査によって，家庭における幼児のデジタ
ルメディア利用の実態を探ること 

 
３．研究の方法 
（１）インターネット（WEB）調査 
1. 調査対象：調査 1 回目 2019 年 9～10 月，調査 2 回目：2020 年 2～3 月に同意を得られた保
護者 426 名。調査は A・B・C 幼稚園，D 保育所，E 認定こども園の担任の保育者をとおして，
幼児の保護者 1,350 名に調査依頼文書を配布した。そのうち，同意を得られた幼児の保護者
426名（回収率31.6％）を調査対象としている。なお，COVID-19により調査対象園の 1つが臨
時休園になっている。 
2. 調査内容：調査は Microsoft 社の Forms を用いて作成し，インターネットを介しての調査を行っ
た。回答フォームのアドレス及び QR コードから回答を行うこととした。①スマートフォン／タブレ
ット，テレビ，コンピュータゲーム，絵本の利用頻度と時間，②睡眠時間など生活習慣（ベネッ
セ教育総合研究所，2016），③保護者によるメディアの制限，④デジタルメディアの依存傾向
（ヤング，1998），⑤保護者の養育態度（中道・中澤，2003），⑥デジタルメディアに関する自由
記述など。 

（２）インタビュー調査 
1. 調査対象：2021 年 10～11 月に同意を得られた保護者 426 名。Ｆ認定こども園の担任の保育
者をとおして，幼児の保護者に調査依頼文書を配布した。そのうち，幼児の保護者 3 名から同
意が得られた。 
2. 調査内容：事前アンケートとして，上記と同様のインターネット調査を行った。インタビュー調査
は web 会議（zoom）システムを用いて行い，事前アンケートの回答を元にしながら具体的な話
をうかがった。 

（３）分析方法 
1. 数量データは，IBM『SPSS Statistics 25 for windows』及び IBM『SPSS  AMOS 25』を用いて分
析した。 
2. 調査による自由記述及びインタビュー調査で得られたテキストデータを分析できるものとして，
樋口（2020）が開発したフリー・ソフトウェア KH Coder3（3.Beta.03i）による計量的分析手法を用
いた。これはコンピュータを用いて自動抽出できるので，恣意的になりうる操作を極力避ける
（樋口，2020）という利点があり，自由記述を客観的に分析する最適なツールであると判断した。
χ2検定は KH Coder3 を用いて行い，残差分析はエクセル統計（BellCurve for Excel）バージ
ョン 4.02 及び js-STARversion8.1.1j によって確認した。 

（４）倫理的配慮 
 鳴門教育大学「人を対象とする医学系研究等に関する倫理審査委員会」の承認を得て，被調査者に
は，個人情報の保護等について説明し，同意を得て実施している。 
 



４．研究成果 
（１）幼児のデジタルメディア利用の実態 
各年齢におけるタブレット，スマートフォン，携帯型ゲーム機，据置型ゲーム機の利用頻度について
カイ二乗検定を行った結果，携帯型ゲーム機，据置型ゲーム機に有意差がみられた。携帯型ゲーム機
について残差分析を行ったところ，5歳児は「よく遊ぶ」，「あまり遊ばない」が有意に多かった。据置型ゲ
ーム機については，5 歳児は「よく遊ぶ」が有意に多かった。タブレットとスマートフォンの利用には年齢
による有意差はみられなかった。 
各年齢における幼児のデジタルメディア内容の利用状況についてカイ二乗検定を行った結果，ゲー
ムのアプリ・ソフト，音楽に関する動画視聴，ゲーム実況動画視聴に有意差がみられた。ゲームのアプ
リ・ソフトとゲーム実況動画視聴については 5 歳児が有意に多く，音楽に関する動画視聴については 2
歳児以下が有意に多かった。 
 
（２）乳幼児のデジタルメディア利用の依存傾向と生活習慣との関係 
 ヤング（1998）の基準では，8 項目中 5 項目以上が依存傾向があるとしている。本研究ではその割合
は，1 回目の調査 18.6％，2 回目調査 19.4％であった。ヤング（1998）の基準に従い，8 項目中 5 項目
以上に「あてはまる」と答えた場合を依存傾向の「高群」，１～4 項目「あてはまる」と答えた場合を「中群」，
１項目も「あてはまる」がない場合（0 項目）を「低群」とした。2 回目の調査は，わが国に COVID-19 の第
1 波が到来した時期であった。1 回目の調査では差はなかったが，2 回目の調査では，臨時休園「あり」
では依存傾向「高群」の割合が高く，「低群」の割合が低いことが明らかになった。  
生活習慣について依存傾向各群における残差分析を行ったところ，依存傾向「高群」は「脱いだ服を
自分でたためる」「好き嫌いなく食事ができる」「家で遊んだ後，片付けができる」「毎朝，ほぼ決まった時
間に起きる」「毎晩，ほぼ決まった時間に寝る」「毎晩，寝る前にデジタルメディを使って遊ぶ」において
「あてはまらない」割合が高かった。「睡眠時間 10 時間未満」の割合も高かった。睡眠時間について
Welch の修正分散分析を行ったところ，主効果が有意であり，Games-Howell 法により多重比較を行っ
たところ，「低群」は「中群」・「高群」より睡眠時間が長かった。 
ヤング（1998）の依存傾向尺度の合計得点を従属変数として重回帰分析を行ったところ，上にきょうだ
い（兄・姉）がいる，スマートフォンの使用時間が有意であり，とくにインターネット動画を視聴する場合に
依存傾向が高くなることが明らかになった。保護者自身のメディア行動やメディアの制限や養育態度等
との関連については，保護者が本をよく読んでいる家庭は，スマホ依存傾向が低くなること，スマホ依存
傾向が高いほど「時間の長さ」「姿勢や距離」を制限したりしていた。中道・中澤（2003）の保護者の養育
態度の尺度を用いたところ，依存傾向において養育態度【応答性】の標準偏回帰係数に有意傾向がみ
られた。 
依存傾向における保護者のメディア行動やメディアの制限，養育態度の影響の要因を構造的に知る
ために，共分散構造分析を行った。その結果，「スマートフォンの使用時間」から「依存傾向」へのパス
係数，「保護者のメディア行動」から「スマートフォンの使用時間」へのパス係数が有意であった。 「依存
傾向」から「保護者のメディア制限」へのパス係数も有意であったことから「依存傾向」が高いと「保護者
のメディア制限」も強くなると考えられる。養育態度【統制】は「スマートフォンの使用時間」へのマイナス
のパス係数，養育態度【応答性】は「依存傾向」へのマイナスのパス係数が有意であった。 
 スマートフォンの使用時間と依存傾向の＜同時効果モデル＞の適合度も十分で，「依存傾向」から「ス
マートフォンの使用時間」へのパス係数，「スマートフォンの使用時間」から「依存傾向」へのパス係数が
それぞれ有意で，「依存傾向」と「スマートフォンの使用時間」の変数は両者の間で共時的に生じている
と想定された。「睡眠時間」と「依存傾向」については＜交差遅延効果モデル＞の適合度がよく，5 歳児
においては「依存傾向」が高くなればなるほど，睡眠時間が短くなることが予想された。各学年別の「睡
眠時間」と「早寝早起き」の＜交差遅延効果モデル＞では，3 歳児において「依存傾向」が高くなればな
るほど，「早寝早起き」の生活習慣に支障をきたしているのではないかと考えられる。 
 
（３）幼児のデジタルメディア利用の影響に対する保護者の意識 
各デジタルメディアの利用頻度とその影響に違いがあるかクロス集計を行った。「知識が豊かになる」
については，タブレット，スマートフォに有意差がみられた。「親子で一緒に楽しく遊ぶことができる」につ
いては，タブレット，スマートフォン，据置型ゲーム機に有意差がみられた。「親子の会話が増える」につ
いては，タブレット，スマートフォン，携帯型ゲーム機，据置型ゲーム機すべてに有意差がみられた。「よ
く遊ぶ」幼児の保護者はデジタルメディアを親子で一緒に遊んだり，親子と会話したりできるなど肯定的
に考えていることがうかがえる。 
 デジタルメディアの悪影響については「生活のリズムが乱れる」に関しては，スマートフォン，据置型ゲ
ーム機に有意差がみられた。「睡眠時間が短くなる」に関してはタブレット，スマートフォン，据置型ゲー
ム機に有意差がみられた。「次のことに切り替えしづらくなること」については，スマートフォンにのみ有意
差がみられた。「生活のリズムが乱れる」「睡眠時間が短くなる」「次のことに切り替えしづらくなること」の
悪影響に関しては，デジタルメディアで「よく遊ぶ」群は「ぜんぜん遊ばない」群よりも「あてはまる」割合
が少ないといえる。 
デジタルメディアに関して自由記述の回答から，インターネット動画をただ見るだけでなく，YouTuber
の真似をしたり，ゲーム攻略の参考に活用したり，デジタルメディアを使って写真や動画を撮ったり，ア
ニメーションを作ったり，歌を歌ったり，踊ったり，英語などの学習のために使用するなど様々な回答が
得られた。5 つの仮説コードを設定し，スマートフォンの利用状況とのクロス集計を行ったところ，＜イン



ターネット動画＞のみ有意差がみられた。残差分析を行ったところ，スマートフォンで「よく」遊んでいる
場合の出現率は有意に高かった。5つの仮説コードと据置型ゲーム機の利用状況とのクロス集計を行っ
たところ，＜ゲーム＞及び＜表現活動＞に有意差がみられ，スマートフォンで「よく」遊んでいる場合は，
＜ゲーム＞の出現率は有意に高かった。＜表現活動＞に関しては，スマートフォンで「ぜんぜん」遊ん
でいない場合の出現率は有意にかった。 
幼児のデジタルメディア利用の実態については，タブレット端末やスマートフォンの利用に関しての発
達差はなかったが，携帯／据置型のゲーム機の利用には発達差がみられ，5歳児はゲーム機の利用の
割合が高く，3 歳以下の子供の割合は低かった。タブレットとスマートフォンの利用には発達差がないと
いう結果は，どの年齢の子どももそれらを利用していることを示している。デジタルメディアの内容に関し
て，ゲームアプリケーションの利用とゲーム実況動画視聴は 5 歳児で高く，音楽に関する動画の視聴は
2歳児以下が高かった。 
 橋元・久保隅・大野（2019，2020）の一連の研究でもヤング（1998）の基準に従い，8 項目中 5 項目以
上を「依存傾向が疑われる」とし，本研究と同程度の約 2 割の幼児が依存傾向であると報告している。し
かし，これらは，ヤング（1998）の尺度を幼児向けに修正したものであり，しかも保護者評定であることに
は注意が必要である。「幼児版依存傾向尺度」の妥当性を十分に検討する必要がある。 
幼児のデジタルメディア利用の影響に対する保護者の意識については，デジタルメディアでよく遊ぶ
幼児の保護者ほど肯定的に捉えていることが明らかになった。保護者のデジタルメディアの悪影響に対
する意識は，幼児のデジタルメディアの利用頻度と密接に関係があるといえる。しかし，本研究では幼
児のデジタルメディア利用の実態とその影響に対する保護者の意識の間の因果関係までは明らかにし
ていないことから今後の課題としたい。 
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